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研究の概要（200～300字で記入、図・グラフ等は使用しないこと。） 

 

本研究の目的は、観光教育が本格化している全国の公立高等学校において、いかにし

てホストが育成されるのかを観光社会学の観点から明らかにすることにあった。調査の

結果、第一に、ホスト教育は観光産業人材（産業ホスト）を求めるものと、地域人材（ロ

ーカルホスト）を求めるものの 2 種類が存在していること、第二に、特に後者のローカ

ルホスト教育の先駆的な例である島根県に注目すれば、「ゲストのホスト化」が行われる

プロセスにおいては、教育コーディネーターというガイドの役割が重要であることが明

らかになった。  
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研究成果の概要（図・グラフ等は使用しないこと。） 

【１．研究に関する背景と目的】  

本研究の当初の目的は、近年本格化してきた高校の観光教育の実態を明らかにすること

にあった。まず観光庁・文科省、観光教育や地域教育を行っている高校の HP、新聞記事

を調査した結果、2022 年度に学習指導要領の改訂が行われ、商業高校における観光ビジネ

スのカリキュラム化、普通科改革、社会科目の再編、総合的な探求の時間の導入など、様々

な点から高校教育全体が「教室内で完結する座学から地域社会に開けた教育へ」と変容し

ていることが明らかになった。そこで本研究ではこうした地域に足を運び、自ら課題を解

決し、外部に発信していく PBL（ Project -Based-Learning）型の教育プログラムを広義の

ホスト教育として捉えた。そして、観光産業の人材育成（産業ホスト）を求めるホスト教

育と、地域人材育成（ローカルホスト）を求めるホスト教育の２種類が存在していること

を明らかにした。そのうえで、後者のローカルホスト育成に焦点を絞り、PBL 型教育を特

徴とし、県外学生の呼び込みに成功し廃坑の危機を脱してきた事例－しまね留学－に注目

し、その社会的メカニズムに焦点を絞ることにした。  

PBL 型の教育が始まった背景には、観光産業における人材育成というよりもむしろ過疎

地域の担い手不足の問題があった。地域格差や人口減少などの社会問題の影響を受けて統

廃合危機にあった公立高校は、全国から選ばれる高校へ向けて他地域との差別化を図り、

地域の特色を生かした魅力を発信する取り組みが急務となった。 10 年ほど前から島根県

ではじまった県外学生を募集し PBL 型教育を行う「しまね留学」は、教育を基盤とした地

域活性化の成功例のひとつとして教育社会学の分野で注目されるようになった（樋田・樋

田  2018）。つまり出身を問わず多くの若者が高校時代に地域産業と関わる機会を増やすこ

とで、将来の地域人材（ローカルホスト）を育成しようとする目的があったのである。  

以上を踏まえ、地域人材育成を目的とした PBL 型の観光教育を経た高校生がローカル・

アイデンティティを獲得していくプロセスを観光社会学の視点から明らかにすることを

目的とした。  

【２．研究対象と研究方法】  

 本研究で事例とした津和野高校は、現在は過疎化している島根県津和野町に位置する。

10 年ほど前から島根留学という国内留学制度による県外学生の呼び込みと、地域おこし

協力隊制度を利用した教育コーディネーターの配置、公営塾、学生寮の設立を行った。地

域観光教育の実施とその経験を踏まえた推薦入試による大学受験サポートに定評がある

高校である。  

（１）文献調査（ HP・インタビュー記事・新聞記事・ガイドブック・観光社会学、教育

社会学の文献）  

（２）現地調査（ 9 月 11 日（月）～ 15 日（金）、11 月 30 日（木）～ 12 月 3 日（日）を

中心に津和野町での地域イベントへの参与観察、インタビューを行った。  

【３．調査結果と考察】  

3－ 1．キャリア教育としてのローカルホスト教育  

PBL 教育の多くはキャリア教育のなかに位置付けられている。地域での将来の自分のキ

ャリアを構想する取り組みが行われていることを知り、自分の経験を自分の言葉で語る経

験を通して地域愛を育もうとする地域人材育成が行われていることを明らかにした（樋田  

2021）。そこで、高校生は地域観光教育を通してローカル・アイデンティティを獲得して

いくという仮説を立て、卒業生の経験を調査していった。  

まず津和野高校の卒業生と卒業生が当時関わっていた移住者が、自らの高校生活を振り

返った同人誌『移住と実存』の分析を行った。学生たちはローカルホストになることを外

部のまなざしによって求められることへの違和感を持っており、むしろモラトリアムの時

期の経験をそうした地域創生文脈にあてはめながら表現しなければならないプレッシャ

ーを感じていたといえる（鈴木  2022）。  

そのうえで、 2 度の現地調査として、しまね留学制度の卒業生たちと、 9 月は津和野ラ

ボ、 12 月は津和野会議と紹介制の地域イベントへの参与観察と、 80 年代に起こった第一

の津和野観光ブームと現在の比較研究を行った。調査からわかったことは、第一に津和野  
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には地域住民コミュニティ（ローカルホスト）と、移住促進に積極的な I ターンや U タ

ーンの移住者コミュニティ（ホスト化した元ゲスト）が混在しており、そこに観光バス

で訪れる団体旅行者（ゲスト）がやってくるという 3 つのクラスターが発生していると

いう点である。特に地域イベントは二回とも移住者のコミュニティと関わることが多く、

ホスト化した元ゲストたちが運営するゲストハウスやギャラリー、居酒屋などをめぐり

ながら、移住者を媒介に地域と関わることができる観光ルートが生まれていることが明

らかになった。移住者コミュニティは地域住民と観光者、両者のクラスターと関わる機

会が多く、地域と外部をつなぐ媒介者としての役割を担っているのではないかと考察し

た。以上の調査結果を踏まえると、津和野において学生（ゲスト）たちは直接的にローカ

ルホストとして育成されていくというよりも、移住者という媒介者を通して地域とのか

かわりを持っていくのだと考えられる。  

3－ 2．教育コーディネーターの存在  

 そこで次に注目したのが、移住者コミュニティに位置付けられる、 PBL 型教育を支え

ている教育コーディネーターの存在である。教育コーディネーターとは、学校と地域を

仲介する役割であり、その多くが地域おこし協力隊制度を財源に移住してきた青年たち

によって担われている。高校生の自主性を重視する PBL 型教育では、生徒が主体的に地

域課題を発見し、プロジェクトを企画・運営する形をとるため、そのサポート役が必要

となる。そこで、教育コーディネーターは、多忙な教師とは別の立場から生徒にプロジ

ェクトの企画立案の方法から、どの地域住民に話を聞きに行けばいいのかまでアドバイ

スをする。加えて、放課後の公営塾などで受験対策も行うなど、様々なサポートを行っ

ている。  

 本研究では、こうした教育コーディネーターたちをガイドとして捉え、この役割の重

要性を考察していった。山口（ 2019）が指摘するように、インターネットが普及した現

代におけるガイドには、従来の先導する役割だけでなく、地図アプリのように現在地か

ら目的地へのナビゲーションを行う役割が重要となる。教師と学生の間に入り、学生の

求める目的地までの道を伴走しながら案内する教育コーディネーターをナビゲーション

型ガイドとして捉え、今後、 PBL 型教育のなかでも、特にローカルホスト教育が求めら

れる地域においては、教育コーディネーターのようなナビゲーション型ガイドの存在が

必要不可欠になっていくだろうと考察した。  

3－ 3．ナビ型ガイドのまなざし  

 最後に、ナビゲーション型ガイドの特徴について考察した。従来、Maoz(2006)が述べ

るような、相反するホスト／ゲスト間に「相互的まなざし」が想定されているのに対し

て、ナビゲーション型ガイドでは、学生（ゲスト）の現在位置に立ったうえで目的に向け

て次に進む道を提案する、いわば「一時的にゲスト化するまなざし」が必要となってく

る。本研究ではこのまなざしを「共観的まなざし」と名付け、従来の「ホスト／ゲスト」

とは異なる観光の関係性の出現を論じていく必要があるのではないかと考察した。  

以上を踏まえ、高校の観光教育の実態を明らかにすることを目的とした本研究では、

特にローカルホスト教育の先駆的な例である島根県津和野町を例に、「共観的まなざし」

を必要とするガイドによって、地域住民と学生が結び付き、 PBL 型の観光教育が行われ

ていると考察した。  
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